
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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買い物は町内のお店で

2017
Vol.149

8

路傍の花　「蒲
がま

」
（川西地区　川内川土手）

　7月 29日（土）に第 17回防犯少年綱引き大会

が栗野体育館で開催されました。大会には15チー

ムが参加し，熱戦が繰り広げられ，栗野スターズ

（栗野小学校）が優勝し，見事大会 9連覇を成し

遂げました。

（※詳細はP6に掲載しています。）

『  栗野小大会9連覇！！ 』
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10
回
目
を
迎
え
た
湧
水
町
夏
祭
り

は
７
月
30
日
に
栗
野
会
場
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

２
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
み
こ
し

パ
レ
ー
ド
で
は
、
炎
天
下
の
中
沿
道

か
ら
の
声
援
を
う
け
な
が
ら
、
元
気

な
か
け
声
を
出
し
木
場
商
店
街
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

多
く
の
踊
り
連
に
よ
る
総
踊
り
で

は
、
夕
立
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
昨

年
披
露
さ
れ
た
湧
水
音
頭
を
踊
り
、

祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
観
光
大
使
の
山

口
ひ
か
り
さ
ん
が
司
会
を
務
め
る

中
、
バ
ン
ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
披
露
さ
れ
、
子
ど

も
達
に
大
人
気
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

シ
ョ
ー
や
本
町
出
身
の
新
原
聖
生
さ

ん
が
所
属
す
る
ア
イ
ド
ル「
さ
ん
み
ゅ

〜
」
の
ラ
イ
ブ
は
会
場
全
体
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

最
後
は
、
約
３
０
０
０
発
の
花
火

が
夜
空
を
彩
り
、
暑
か
っ
た
今
年
の

湧
水
町
夏
祭
り
が
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

第
10
回

　
湧
水
町
夏
祭
り▲湧水町ふるさと観光大使による司

会・バンド演奏
▲商工会青年部による抽選会 ▲町民によるみこしパレード

～湧き出づる水～　
新たな未来　

▲勝運太鼓による太鼓演舞
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▲

本
町
出
身
の
新
原
聖
生
さ
ん
︵
右

か
ら
２
番
目
︶
が
所
属
す
る
地
元
ア

イ
ド
ル
﹁
さ
ん
み
ゅ
～
﹂
の
ラ
イ
ブ

▲小学生金管バンド ▲ストリートダンスファミリーDEEP
によるダンスパフォーマンス

▲勝運太鼓による太鼓演舞

▲みこしパレード

▲会場では，九州北部豪雨
災害の募金活動も行われま
した。
　ご協力をいただき，心か
ら厚く御礼申し上げます。

▲仮面ライダーエグゼイドショーに見入る町民の方々

▲湧水町総踊り大会
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７月 18日（火）から開催された聴覚障害者による国際的なスポーツ大会，第２３回夏季デフリンピック競技大
会サムスン 2017に全日本男子デフバレーボール代表として出場された轟地区出身の田

たぞ こ
底佳

よし き
樹さん（19歳：左下

写真右）が 7月 5日（水）に表敬訪問し，デフリンピックへの出場を報告されました。
田底さんは，２歳上のお兄さんがバレーボールをされていた影響で，小学 2年生の時に轟 JVC（ジュニアバレー
ボールクラブ）に入部し，バレーボールを始められました。中学・高校でもバレーボール部に入部し，現在は京セ
ラ（株）鹿児島国分工場のバレーボール部と社会人バレーボール部に所属されており，練習を続けられています。 

・全日本デフバレーボール代表に選ばれたきっかけは？
以前，同じ学校に通っていた尾

おづか
塚愛

あい み
実さん（現全日本女子デフバレーボール代表）が，デフバレー全日本

男子チームの監督に紹介してくださり，その監督から強化合宿に誘われ，今回全日本男子デフバレーボール
代表に選出されることになりました。
・バレーボール競技生活での思い出は？
小学４年・５年生の時に全国大会に連続出場したこと。中学生の時には九州大会並びに鹿児島県選抜メン
バーとして全国大会に出場し，多くの仲間ができたことです。今回，聴覚に障害を持つ選手の方々とデフリ
ンピック全日本代表として世界の舞台に立てることが新たにできた大切な思い出です。
・今回のデフリンピックに向けての抱負は？
初めて出場しますが，世界の強豪チームと対戦できることがとても楽しみであり，必ずメダルを持ち帰り，
これまで指導をしてくださった先生方，励まし送り出してくださった会社や先輩方に感謝の気持ちを伝えた
いです。
・今後の目標は？
デフリンピックは４年に１度開催されるので，４年後も出場できるよう頑張りたいと思います。
デフリンピックはまだまだ認知度が低いため，この大会の周知活動も行っていきたいと思います。
デフリンピックの出場では，ドーピング未然防止のため厳しい服薬制限があり，合宿や大会出場に際して
体調管理の大切さを痛感したので，改めて体力強化を図っていきたいと思います。

湧水町 から世 界 の舞 台 へ

表敬 訪問時 日本での練習風景
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７
月
２
日
（
日
）
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
吉
松
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
城
山
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
、
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
城
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
栗
野
中
、

吉
松
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
男
子
が
栗
野
体
育
館
と
栗
野
中
体
育

館
、
女
子
が
吉
松
体
育
館
と
吉
松
小
体
育

館
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
選
手

の
皆
さ
ん
は
、
優
勝
を
め
ざ
し
て
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
接
戦
し
た
試
合
で
は
、
歓
声
や

地
区
民
の
応
援
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

大
会
は
無
事
終
了
し
、
選
手
選
考
か
ら

体
会
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
さ
れ
た
各
地

区
の
役
員
の
皆
さ
ん
も
ほ
っ
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

各
種
目
の
成
績
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

上
場
地
区
Ｂ

　

準
優
勝　

北
方
地
区
Ｂ

　

第
三
位　

下
川
西
地
区

▼
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

幸
田
地
区

　

準
優
勝　

上
川
西
地
区

　

第
三
位　

川
添
地
区

　
　
　
　
　

下
川
西
地
区

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

　

優　

勝　

東
中
下
場
地
区

　

準
優
勝　

幸
田
地
区

　

第
三
位　

北
方
地
区

▼
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

　

優　

勝　

西
下
場
地
区

　

準
優
勝　

轟
地
区

　

第
三
位　

幸
田
地
区

　
　
　
　
　

北
方
地
区

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

　

優　

勝　

中
津
川
地
区

　

準
優
勝　

上
川
西
地
区

　

第
三
位　

米
永
地
区

　
　
　
　
　

般
若
寺
地
区
・

　
　
　
　
　

停
車
場
地
区
（
合
同
）

▼
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

　

優　

勝　

西
下
場
地
区

　

準
優
勝　

中
津
川
地
区

　

第
三
位　

下
川
西
地
区

　
　
　
　
　

北
方
地
区

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

　

優　

勝　

上
川
西
地
区

　

準
優
勝　

停
車
場
地
区

　

第
三
位　

米
永
地
区

　
　
　
　
　

上
場
地
区

平成 29 年度（第 12 回）
町民スポーツ大会を開催

【成 績】
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このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

7
24 湧水町　アフタヌーン・コンサート

霧
島
国
際
音
楽
祭
に
参
加
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
迎
え
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷
で

「
第
38 

回
霧
島
国
際
音
楽
祭
湧
水
町
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、 

馬ま
は
ら原
裕ひ
ろ
こ子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
大お
お
さ
こ迫
貴た
か
しさ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、オ
ペ
ラ
の
名
曲
や
、

日
本
の
歌
な
ど
、
一
流
の
伴
奏
と
歌
声
が
響
き
渡

り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

7
14 湧水町の歴史インタビュー

栗
野
小
学
校
６
年
生
の
児
童
（
13
名
）
が
歴
史

資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
栗
野
庁
舎
を
訪
れ
ま
し

た
。栗

野
岳
温
泉
、
勝
栗
神
社
、
大
神
神
社
、
諏
訪

神
社
な
ど
の
歴
史
等
に
つ
い
て
質
問
し
、
担
当
職

員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心
に
メ
モ
を
書
き

留
め
て
い
ま
し
た
。
町
内
の
歴
史
等
を
勉
強
す
る

と
共
に
、
湧
水
町
の
歴
史
資
料
作
成
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

8
1 湧水町地域おこし協力隊

第2号を委嘱
　

本
町
第
二
号
と
な
る
湧
水
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
、常と
き
わ盤
ひ
と
み
さ
ん
へ
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、都
市
部
か
ら
地
域
へ
移

住
し
、各
種
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、定

住
・
定
着
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。今
後
、常
盤
隊
員

は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
経
験
を

活
か
し
、空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・
定
住
及
び
地

域
間
交
流
の
促
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

7
23 霧島・えびの高原エクストリームトレイル

霧
島
・
え
び
の
高
原
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ト
レ
イ

ル
が
霧
島
山
を
中
心
に
、え
び
の
高
原
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
広
場
と
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
を
折
り

返
し
点
と
す
る
踏
破
延
長
40
㎞
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
と
60
㎞
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
の
周
回
コ
ー
ス
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
5
時
に
え
び
の
高
原
を
ス

タ
ー
ト
し
た
選
手
は
、
午
前
7
時
頃
に
休
憩
所
で

あ
る
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
に
到
着
し
ま

し
た
。
休
憩
所
で
は
茶
花
亭
の
方
々
が
郷
土
料
理

の
ふ
る
ま
い
で
お
も
て
な
し
を
行
い
大
好
評
で
し

た
。

7
29 防犯小年綱引き大会

第
17
回
防
犯
少
年
綱
引
き
大
会
が
栗
野
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
霧
島
市
（
横
川
町
）
と
本
町
の
6

小
学
校
15
チ
ー
ム
（
１
５
７
名
）
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。　
　
　

各
チ
ー
ム
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
優
勝
を

目
指
し
ま
し
た
。
栗
野
小
学
校
は
、
大
会
9
連
覇

を
合
い
言
葉
に
チ
ー
ム
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
重

ね
て
、
見
事
有
言
実
行
を
果
た
し
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果

　
優　
勝　
栗
野
ス
タ
ー
ズ
（
栗
野
小
学
校
）　

　
準
優
勝　
輝
け
轟
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
轟
小
学
校
）

　
第
３
位　
ス
タ
ー
吉
松
（
吉
松
小
学
校
）

7
18 郵便局・NTTと災害時応援協定を締結

災
害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
応
援
・
協
力
を
行

う
た
め
、
日
本
郵
便
㈱
の
湧
水
町
関
係
郵
便
局
並

び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
と
そ
れ
ぞ
れ
協

定
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。
郵
便
局
と
は
災
害
発

生
時
に
避
難
先
リ
ス
ト
等
の
情
報
共
有
や
被
災
者

へ
の
郵
便
葉
書
等
の
無
償
交
付
、
救
助
用
郵
便
物

等
の
料
金
免
除
な
ど
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
お
い
て

は
、
避
難
所
へ
の
特
設
公
衆
電
話
回
線
の
事
前
設

置
を
行
い
、
避
難
所
開
設
時
に
は
通
信
手
段
の
確

保
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
各
種
企
業
と
連
携
し
、
住
民
の
安
心
安

全
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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開 催 日　毎月第２金曜日
開催時間　午後８時～午後９時３０分
開催場所　栗野中央公民館
連 絡 先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ ︲ ４３１３

中央公民館作品展示の案内

栗 野 薩摩街道歩行・史跡めぐりパネル展 8月12日～9月10日

吉 松 湧画会 8月12日～9月10日

ヨガ教室

　
短
　
　
歌

対
岸
に
都
会
の
街
並
表
わ
れ
ぬ
竹
藪
に
ぎ
わ
う
蛍
の
乱
舞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

暗
闇
の
庭
に
蛍
の
迷
い
来
ぬ
姉
の
訪
れ
か
命
日
近
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

紫
陽
花
の
花
び
ら
重
き
花
蔭
に
顔
出
す
露つ

ゆ

を
か
ぶ
り
し
雨
蛙
の
子　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

ツ
ユ
ク
サ
と
源ゲ

ン
ジ氏
蛍
は
瓶
の
中
光
ま
た
た
く
暗
闇
の
棚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

儚は
か

な
さ
や
源
氏
と
平
氏
の
名
を
抱
き
ホ
タ
ル
は
光
る
沢
辺
の
闇
に　
　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

清
ら
か
な
初
夏
の
空
気
に
包
ま
れ
て
口
な
し
の
香
を
ま
と
い
て
帰
る　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

農
薬
に
イ
ナ
ゴ
バ
ッ
タ
も
い
な
く
な
り
虫
追
ふ
小
猫
の
姿
も
み
え
ず　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

座
し
た
ま
ま
腕
と
手
首
で
し
な
や
か
に
母
は
踊
り
ぬ
〈
博
多
夜
船
〉
を　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

雨
の
中
桔
梗
一
輪
咲
い
た
朝
福
岡
に
い
る
姪
の
無
事
を
き
き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

忽
然
と
界
超
へ
ま
し
し
う
つ
し
え
は
満
面
の
笑
み
に
花
の
祭
壇　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

弾
き
が
た
る
琵
琶
の
音
色
に
光
秀
が
本
能
寺
へ
と
乗
り
込
ん
で
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

猛
暑
を
糧
に
伸
び
行
く
稲
田
濃
く
休
耕
せ
し
を
墓
前
で
詫
び　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

　
川
　
　
柳

隅
で
待
つ
若
葉
マ
ー
ク
の
後
が
混
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

曇
り
な
く
青
天
で
な
く
安あ

べ部
の
空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

夜
仕
事
朝
に
帰
る
よ
ゆ
ー
す
げ
の
花ひ

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

善
人
を
乗
せ
る
誘
い
の
口
車　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

思
い
出
を
彷
彿
と
さ
す
心
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

　
俳
　
　
句

噴ふ
ん
え
ん煙
が
傾
か
た
む
き
け
ぶ
る
夕ゆ
だ
ち立
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

朝
日
射
し
込
む
ほ
や
ほ
や
の
蝉
の
穴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

三
日
月
の
底
の
語
り
部べ

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

夏な

ち
な
れ
ば
草
と
喧ケ
ン
カ嘩
で
日
を
送
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
草
取
い
学が
っ
こ校　

卒そ
つ
ぎ
ょ業
は
無の

し
て

テ
レ
ビ
見
い
大う
ご
え声
で
語か
た

い
老お
ん
じ
ょ
ん
ぼ

夫
婦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
ド
ラ
マ
い
負
け
じ
叫お
ろ

っ
競ぐ
ら
ん
ご争

青
丸
あ
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
ん
迎
え
ん
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
書け

っ
も
ろ
た
ど
ん
今き

ゅ日
が
何い

っ日
じ
ゃ
い
か

・
こ
の
﹁
ゆ
う
す
い
文
芸
﹂
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
15
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

活動内容
　ヨガ教室は，色々な関節をゆっくり動かしながら体をほぐして
いきます。すると肩こり，腰痛が自然と軽くなっていきます。激
しい運動ではないので，興味のある方はぜひ見学に来てください。
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救
援
物
資
を
被
災
地
に

７
月
５
日
（
水
）
〜
７
月
６
日
（
木
）
に
か
け
、
九
州
北
部
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
福
岡
県
、
大
分
県
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
地
、
大
分
県
日

田
市
に
救
援
物
資
と
し
て
、
ゴ
ミ
袋
（
５
４
０
袋
）、
筒
状
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
66
個
）、

豚
汁（
５
０
０
食
）を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
職
員
６
名
を
派
遣
し
、

民
家
床
下
の
土
砂
除
去
な
ど
の
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
内
の
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
義
援
金
は
被
災
者
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
被
災
さ
れ
た
皆
様
が
普
段
ど
お
り
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▲災害ボランティア派遣（６名）

▲救援物資

キオビエダシャクは，イヌマキやナギの葉を食べる害虫です。年数回発生し，幼虫は葉を丸坊主になるま
で食害することもあり，被害木が枯死することもあります。
近年，鹿児島県において被害区域が拡大しており，本町でも確認されています。
所有されているイヌマキやナギを定期的に点検し，幼虫の早期発見及び防除に努めてください。
【防除方法】
○少数発生の時は，木を揺すり，落下した幼虫を捕殺又は拾い集めて焼却して下さい。
○大発生の時は，トレボン乳剤 (4000 倍希釈 ) 又はスプラサイド乳剤 (1500 ～ 2000 倍希釈 ) を散布し
て下さい。なお，薬剤を散布する場合は，近隣に飛散しないよう強風を避けて散布して下さい。
【生態等】
1　成虫の大きさは，開長約６㎝，体長約２㎝です。全体的に濃紺で，羽には黄色の帯があります。（写真左）
2　幼虫の大きさは，体
長約５㎝です。オレ
ンジ色，黒色（灰色）
及び黄色の模様をし
たシャクトリムシで
す。（写真右）

問合せ先
　農　林　課（栗野庁舎）　ＴＥＬ：74－3111（内線2232）
　農林土木課（吉松庁舎）　ＴＥＬ：75－2111（内線3133）

イヌマキ（ラカンマキ）の被害にご注意
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素敵な３年間をありがとうございました
海外勤務は，多くの人にとって憧れの対象であると同時に，様々な不安が伴うものでもあ
ります。約３年半前に国際交流員の仕事が決まった自分も決して例外ではありませんでした。　
配属先が鹿児島県湧水町と聞き，インターネットでありったけの情報を調べましたが，そ
れでも近い将来の勤務先がどういう所なのか，どういう仕事に関わることになるか見当がつ
かずに悩みながら過ごしていました。

また，日本を何回か訪れたことがあったとは言え，ずっと都会で暮らしてきた私には周りと上
手く付き合いながら地方で生活ができるかというのは大きな気がかりでした。
湧水町に来て最初の数ヶ月はなかなか生活が落ち着かず，悩んでいたこととは裏腹に，周りの
人たちが驚くほど優しくしてくださったことをはっきりと覚えています。　　　
自分の時間を削ってまで町内を案内したり，車がなかった私の買い物を手伝ったりしてくださっ
た皆さんに感謝しています。皆さんの温かい思いやりと心遣いのお陰でここまで頑張って来られ
たと思います。
この３年間で学んだことは他ではとてもできなかったと思います。役場で働きながら町のいい
所，歴史，伝統や課題を自分の目で見て知る機会は滅多にないことです。そのチャンスを与えら
れたことを幸せに思っています。湧水町に住み，当然鹿児島と日本のことを勉強できましたが，
他の国のことまで学べるとは思いもしませんでした。仕事の中で日本に在留している様々な国の
外国人と出会い，それぞれの国の文化や生活の様子について詳しく聞く機会を多々与えられ，世
界の広さと多様性がわかってきた気がします。ぜひ皆さんにも町内外の国際交流イベントで外国
人と交流し，世界をもっと知るチャンスを見逃さないで欲しいと思います。
最後になりますが，湧水町の皆さん，忘れられない素敵な３年間をありがとうございました。
その思い出を糧に，これからもオーストラリアと日本の懸け橋であり続けるように頑張ります。　
またいつかお会いできることを願っております。

ジョシュア・リオンの国際交流日記ジョシュア・リオンの国際交流日記ジョシュア・リオンの国際交流日記

〈送別会の様子〉
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皆さん，こんにちは。お元気でしょうか。私が湧水町に来てから１年が経ちます。
今回はその思い出を皆さんと一緒に振り返りたいと思います。

湧水町に来て間もない頃，夏の暑さにびっくりしたのを覚えています。
最初の１ヶ月は関係機関に挨拶回りをしたり，同僚と話したり，前任者のシェ

リルさんからＡＬＴの仕事についてできるだけ教えてもらったりして，とにかく
忙しかったです。

最初の授業はとても緊張しました。教師の経験が全くなく，しかも日本語がほ
とんど話せない私には当然かもしれません。しかし，周りの学生たちや教師たち，
教育委員会の同僚たちは未熟者の私を優しく辛抱強くサポートしてくださいました。時間が経つにつれ，日
本語を少しずつ覚えるようになり，教室では自然体になって教えられるようになりました。

湧水町での生活は，毎日が冒険みたいです。栗野岳に登ったり，人気（ひとけ）のない小道を車で走ったり，
町民と面白い話をしたりして，とても楽しく過ごしています。去年のある日，吉松小学校の子供たちとドロー
ンを飛ばして遊んでいました。上手く操作できていると思ったら，強い風が吹き出し，ドローンを学校のプー
ルに落としてしまいました。また，秋祭りで太鼓踊りに参加できたことは，とてもいい経験になりました。
高原フェスタでは，来場者のみなさんにアメリカの感謝祭について説明し，アメリカの国旗の折りたたみ方
を教え，楽しかったです。クリスマスには，町内の学校を回り，サクソフォーン（サックス）でクリスマス
ソングの演奏をしました。特に低学年の子供たちはサクソフォーン（サックス）を見たことも聞いたことも
なかったようですが，少し吹けばみんながすぐに慣れて一緒に歌ってくれました。そしてスーパーやコイン
ランドリーなど，いろんなお店に行く度に，町民の皆さんと会うことができて，いつも楽しみにしています。

私が，湧水町での生活を毎日楽しく送れているのは，皆さんにいつも優しくしていただいているからだと
感謝しています。家族や友達と話すときはいつも，町の美しい自然と田舎の魅力を自慢していますが，何よ
りも湧水町の優しい町民のことを話しています。これからも挑戦したいことがたくさんあります。日本語を
もっと覚え，英語をもっと上手に教え，日本をもっと探検したいと思っています。

学生の皆さんは楽しい夏休みを過ごしてください。これからもう一年皆さんと一緒に楽しい思い出を作り
ながら頑張っていきたいと思います。

「一年を振り返って」　　

皆さん，こんにちは。お元気でしょうか。私が湧水町に来てから１年が経ちます。

トマスの湧水記

○
円
乗
寺
保
育
園
に
て
、

　
　「
わ
く
わ
く
じ
ん
け
ん
ル
ー
ム
」

　
　
　
　
　
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局
霧
島
人
権

擁
護
委
員
協
議
会（
子
ど
も
部
会
主
催
）の
人

権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、６
月
29
日（
木
）

に「
わ
く
わ
く
じ
ん
け
ん
ル
ー
ム
」が
、円
乗
寺

保
育
園
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
あ
ゆ
み

ち
ゃ
ん
」の
ウ
ォ
ー
ク
バ
ル
ー
ン
の
活
用
を
通

じ
て
、幼
稚
園
・
保
育
園
児
に
対
し
て「
良
い
こ

と
・
悪
い
こ
と
、お
も
い
や
り
の
心
・
優
し
い
気

持
ち
」等
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、基
本
的
人

権
意
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、子
供
た
ち
は
、真
剣
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
し
た
後
、イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ま
も

る
君
・
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
触
れ
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
が
、子
供
た
ち
の
基
本
的
人
権
意

識
を
身
に
つ
け
る
契
機
と
な
り
心
豊
か
な
人

間
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

人  権
ひろば

Vol.8
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開館時間：午前１０時～午後６時　※８月は毎日開館！
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
問合せ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

くりの図書館に来てね！
7/17（月）～ 8/13（日）

としょかんまつり　イン・サマー
ご参加ありがとうございました。

　おはなし会では，ボランティ
アグループ「くりのみ」，図書館
職員などによる絵本の読み聞か
せなどを行いました。約 27 名
の方が参加され，エプロンシア
ターや手遊びを楽しみました。

　情報が古くなった本や雑誌を無料で提供し，利用者
の方々に再利用していただきました。

　創作教室では，紫外線を当てると固まるレジン液をつかって，貝
がらチャームを作りました。定員を超える 37名の参加があり，そ
れぞれかわいい作品が完成しました。

海の日おはなし会

ブックリサイクル

幸田小学校児童　選書体験講座
　

７
月
６
日
（
木
）、
幸
田
小
学
校
29

名
を
対
象
に
選
書
体
験
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

　

毎
年
町
内
の
学
校
１
校
で
実
施
し
て

い
る
講
座
で
約
１
６
０
冊
の
新
刊
か
ら

「
く
り
の
図
書
館
と
同
学
校
図
書
室
に
置

い
て
ほ
し
い
本
」や「
読
ん
で
み
た
い
本
」

を
一
人
一
冊
ず
つ
選
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
様
々
な
新
刊
を
手
に
取
り
な
が
ら
、

読
み
物
、
図
鑑
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
、
星

座
や
動
物
の
本
な
ど
自
分
の
「
お
す
す

め
の
一
冊
」
を
熱
心
に
選
び
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
本
は
、
夏
休
み
前
ま
で
幸

田
小
学
校
へ
貸
出
を
行
い
、
そ
の
後
、

く
り
の
図
書
館
に
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
、

子
ど
も
た
ち
の
お
す
す
め
す
る
本
を
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

創作教室

「レジンでつくる

　貝がらチャーム」

夏休み！課題図書コーナー
　児童向け展示コーナーに，自
由研究の課題図書を集めて展示
しています。貸出もできますの
で，夏休みの宿題などにご活用
ください。



　
　
　
　
　

期
日
：
６
月
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
郡
山
体
育
館

▼
共
通
女
子
組
手

　

第
２
位　

老
谷　

木
里
（
栗
野
中
３
年
）

※
８
月
18
日
～
20
日
に
か
け
て
山
梨
県
甲
府

市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
６
月
25
日

　
　
　
　
　

場
所
：
牧
園
ア
リ
ー
ナ

　

ベ
ス
ト
４

　

伊
佐
市
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ジ
ュ
ニ
ア
所
属

　
　

立
野　

駿
介
（
栗
野
小
３
年
）

　
　

福
田　

航
聖
（
栗
野
小
５
年
）

　
　

中
水
流
泰
雅
（
栗
野
小
６
年
）

※
８
月
18
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
大
分
県
別

府
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
７
月
30
日

　
　
　
　
　

場
所
：
指
宿
市
開
聞
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優
勝　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

※
８
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
福
岡
県
み

や
ま
市
で
開
催
さ
れ
る
第
37
回
レ
イ
ン

ボ
ー
九
州
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
７
月
14
日
〜
16
日

　
　
　
　
　

場
所
：
姶
良
地
区
管
内

※
入
賞
の
み
記
載

【
陸
上
競
技
】

▼
中
学
生
男
子　

１
０
０
ｍ

　

第
１
位　

黒
木　

翔
真　

12
秒
20

　
　
　
　
　
　
　

（
栗
野
中
３
年
）

▼
40
歳
代
男
子　

１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

水
流
添
主
税　

14
秒
04

　
　
　
　
　
　
　

（
長
谷
地
区
）

▼
高
校
男
子　

１
５
０
０
ｍ

　

第
２
位　

松
永　

佑
太　

４
分
27
秒

　
　
　
　
　
　
　

（
国
分
中
央
高
校
１
年
）

　

第
４
位　

真
弓　

慶
大　

４
分
32
秒

　
　
　
　
　
　
　

（
加
治
木
高
校
１
年
）

▼
小
学
女
子
走
幅
跳

　

第
５
位　

脇 　

七
美　
　
３
ｍ
39

　
　
　
　
　
　
　

（
栗
野
小
６
年
）

　

第
６
位　

竹
野
い
さ
な　

３
ｍ
34

　
　
　
　
　
　
　

（
上
場
小
６
年
）

▼
中
学
女
子
砲
丸
投

　

第
１
位　

田
口
凜
々
華　

８
ｍ
59

　
　
　
　
　
　
　

（
吉
松
中
３
年
）

　

第
２
位　

鶴
田　

桃
香　

７
ｍ
90

　
　
　
　
　
　
　

（
吉
松
中
３
年
）

▼
50
歳
以
上
男
子
砲
丸
投

　

第
１
位　

大
山　

力　
　

９
ｍ
44

　
　
　
　
　
　
　

（
西
下
場
地
区
）

▼
小
学
女
子　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
４
位　

脇　

七
美
・
坂
口　

美
優

　
　
　
　
　

水
元　

理
緒
・
竹
野
い
さ
な

【
水
泳
競
技
】

▼
成
年
男
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

第
３
位　

宮
原　

裕
典　
　
　

30
秒
67

（
吉
松
中
教
諭
）

▼
50
歳
以
上
25
ｍ
背
泳
ぎ

　

第
１
位　

小
吹　

智
恵
美　
　

24
秒
50

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
津
川
地
区
）

【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

第
３
位　

湧
水
町

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

第
３
位　

湧
水
町

【
柔
道
】

　

第
１
位　

湧
水
町

【
剣
道
競
技
】

　

第
２
位　

湧
水
町
Ａ

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
】

　

ベ
ス
ト
８　

湧
水
町
Ａ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
】

▼
団
体
の
部

　

第
３
位　

湧
水
町
Ｂ

　

第
６
位　

湧
水
町
Ａ

▼
個
人
の
部

　

第
５
位　

渡
邊　

喜
秋
（
東
中
下
場
地
区
）

【
空
手
競
技
】

▼
小
学
１
・
２
年
男
女
組
手
の
部

　

第
１
位　

今
岡
唯
深
絆
（
幸
田
小
２
年
）

　

第
２
位　

野
口　

太
雅
（
吉
松
小
２
年
）

　

第
３
位　

赤
﨑　

巨
幸
（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
組
手
の
部

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
４
年
）

　

ベ
ス
ト
８　

野
口　

藍
加
（
吉
松
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

村
岡
こ
こ
み
（
吉
松
小
４
年
）

【
ゴ
ル
フ
競
技
】

▼
個
人　

第
５
位　

園
田　

政
弘
（
轟
地
区
）

　
　
　
　
　

期
日
：
７
月
23
日

　
　
　
　
　

場
所
：
国
分
陸
上
競
技
場

▼
男
子
小
学
１
・
２
年　

50
ｍ

　

第
２
位　

迫
間　

翔　
　

８
秒
94

▼
男
子
小
学
３
年　

１
０
０
ｍ

　

第
４
位　

中
島　

弘
裕　

16
秒
69

　

第
５
位　

中
水
流
快
晴　

17
秒
81

▼
男
子
小
学
３
年　

８
０
０
ｍ

　

第
４
位　

中
水
流
快
晴　

３
分
15
秒
54

▼
女
子
小
学
３
年　

８
０
０
ｍ

　

第
３
位　

脇
田　

凜
音　

３
分
29
秒
59

　

第
４
位　

新
園　

ゆ
あ　

３
分
50
秒
33

　

第
５
位　

小
川　

楓
香　

４
分
01
秒
63

▼
女
子
小
学
５
年　

８
０
０
ｍ

　

第
３
位　

内
村　

鈴
梛　

３
分
04
秒
44

　

第
６
位　

脇
田　

紗
彩　

３
分
14
秒
90

▼
女
子
小
学
４
年　

走
幅
跳

　

第
３
位　

岩
下　

心　
　

２
ｍ
90

　

第
５
位　

坂
口　

優
凜　

２
ｍ
88

　

第
６
位　

野
本　

舞　
　

２
ｍ
87

▼
女
子
小
学
５
年
走
幅
跳

　

第
２
位　

肥
後　

果
凜　

３
ｍ
32

　

第
４
位　

上
野
愛
李
沙　

３
ｍ
17

　

第
５
位　

今
和
泉
未
来　

３
ｍ
11

▼
女
子
小
学
６
年　

走
幅
跳

　

第
５
位　

坂
口　

美
優　

３
ｍ
52

▼
女
子
小
学
５
年
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

第
１
位　

野
本　

彩　
　

22
ｍ
18

▼
女
子
小
学
６
年
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投

　

第
１
位　

水
元　

理
緒　

32
ｍ
48

（
※
所
属
は
全
て
栗
野
陸
上
）

第
15
回
鹿
児
島
県
中
学
生

空
手
道
大
会
（
兼
全
国
大
会
予
選
）

第
19
回
い
ぶ
す
き
ア
ロ
ハ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

第
37
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
（
鹿
児
島
県
大
会
）

第
44
回
姶
良
地
区

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
陸
上
競
技
）

第
49
回
姶
良
地
区
体
育
大
会

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

広報 ゆうすい　12
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【問合せ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

7 月 13 日にオープニングセレモニーと森本千絵氏，中島信
也氏によるギャラリートーク『森の中でのおはなし』を行い
ました。

当日には沢山の方々にご来園いただき，賑やかな初日を
迎えることができました。
ギャラリートークで森本千絵氏は，「森の中を散歩する
ように見て欲しい」と語りながら作品の解説をされました。
CMの絵コンテや CDジャケットの大型撮影美術セッ
ト，こどもの美術館等，子供から大人まで家族でも楽しめ
る展覧会となっています。

第195回「オリジナルのキーホルダー作り」
　コルクシートをカットした型に，
ピューター（金属を）溶かして流し
込んで制作します。
日　時／平成29年８月19日（土）
　　　　午後1時30分～午後3時30分
講　師／窪　信一朗
　　　　（鹿児島県立鹿屋工業高校）

第196回「水と友達～琳派のたらし込み技法～」
　自分で作る日本画の絵具で，400
年前の琳派「たらし込み技法」でオリ
ジナルのしおりをデザインしよう。
日　時／平成29年10月28日（土）
　　　　午後1時30分～午後3時30分
講　師／山下　すみれ
　　　　（鹿児島県立国分高校）

開園時間　午前 9 時～午後 5時（入園は午後 4 時 30 分まで）
　　　　　 7/20～8/31の土日祝は午前9時～午後7時（入園は午後6時30分まで）
観覧料　　一般／800（600）円，高大生／600（400）円，
　　　　　小中生／400（300）円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20人以上の団体料金
　　　　　※野外常設展は別途入園料が必要です。

9.18（月・祝）まで

オープニングセレモニーの様子 左：森本千絵氏　右：中島信也氏

電話による事前の申し込みのほか，当日の申し込みもできま
す。その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。
　定　員／ 20名
　　　　（年齢制限はなく，どなたでも気軽に参加できます。）

発見楽しみ工房200円

●
栗
野
中
学
校

▼
卓
球

男
子　
【
個
人
】

18
位　

新
園　

珠
吏
（
3
年
）

女
子　
【
個
人
】

18
位　

岩
切　

望
鈴
（
3
年
）　

▼
剣
道

男
子

【
団
体
】　

優
勝

【
個
人
】

1
位　

大
田　

一
心
（
3
年
）　

2
位　

石
本　

柊
平
（
3
年
）　

女
子

【
団
体
】　

優
勝

【
個
人
】

3
位　

池
田　
　

凛
（
3
年
）　

6
位　

東　
　

若
奈
（
3
年
）　

▼
陸
上

男
子
１
０
０
ｍ

4
位　

東
上
床　

龍
希
（
2
年
）

　

12
秒
72

▼
水
泳

男
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

植
林　

拓
心　
（
2
年
）

２
分
42
秒
26

男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

植
林　

拓
心　
（
2
年
）　

１
分
５
秒
89

2
種
目
と
も
標
準
記
録
ク
リ
ア

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子

【
団
体
】　

2
位

栗
野
・
重
富
合
同
チ
ー
ム

●
吉
松
中
学
校

▼
陸
上

共
通
女
子
砲
丸
投
げ

2
位　

田
口
凛
々
華
（
3
年
）

　

８
ｍ
06

5
位　

鶴
田　

桃
香
（
3
年
）

　

７
ｍ
44

▼
剣
道

男
子　
【
個
人
】

６
位　

高
橋　

大
作
（
２
年
）　

女
子　
【
個
人
】

優
勝　

二
渡　

舞
琴
（
２
年
）　

２
位　

有
田
こ
こ
ろ
（
１
年
）　

▼
水
泳

男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

６
位　

中
村　

拓
翔
（
2
年
）

１
分
04
秒
79

男
子
50
ｍ
自
由
形

５
位　

中
村　

拓
翔
（
2
年
）29

秒
37

2
種
目
と
も
標
準
記
録
ク
リ
ア

平
成
29
年
度

姶
良
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　
結
果

（
県
大
会
出
場
の
み
掲
載
）
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町内イベント情報　information

ぜひ，お越しください！

　毎年恒例の屋台村が今年も開催されます！
　昨年は「元気屋台村」と命名され栗野中央公民館の憩
いの広場で実施され，大盛況でした。
　おいしい料理と冷えた飲み物で暑い夏を楽しみま
しょう！
日　　時　８月２4日（木）・２５日（金）
　　　　　午後５時～午後９時
場　　所　吉松駅前（24日）　
　　　　　栗野駅前（25日）
問合せ先　７４-3111（商工観光課内線：2223）

　平成30年に没後400年をむかえる島津義弘公のこ
ろに起源をもつ四部落太鼓踊り。約40分にわたり踊り
続ける氏子たちの勇壮な舞は必見です。年に１回の奉
納を，ぜひご覧ください。
日　時　８月27日（日）　午前10時40分～
場　所　南方神社
　　　　※つつはの園（午後２時10分～），
　　　　SL会館広場（午後２時55分～）
　　　　でも披露されます。
　　　　※雨天時は吉松中学校体育館
　　　　午前10時40分～，午後１時20分～（2回披露）
問合せ先   75-2111（生涯学習課内線：3217）

第7回
栗野・吉松屋台村

町指定無形文化財
四部落太鼓踊り奉納

子だくさんながらも，見ていてほほえましく応援したくなるような育児を実践している保護者を対象とし

た，子育て応援＆サポート「ＹＡＭＡＫＡＴＡＹＡ育児相談会 2017」が鹿児島市の山形屋で７月２日 (日 )

に開催され，本町にお住いの山下涼子さんご家族が，「さわやか育児賞」を受賞されました。

山下さんは，いつも明るく前向きに，周りへの気遣いや感謝の気持ちを忘れない素敵なお母さんです。４

人のお子さんをお持ちで，双子（長女：写真右，次女：写真左）を出産後に家業を手伝うため美容師の専門

学校に通いながら長男を出産し，その後に美容師資格と運転免許を取得され，見ていてほほえましく応援し

たくなるような育児を実践していることから受賞されました。

YAMAKA
TAYA

育児相談会
2017

さわやか
育  児  賞
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国保だより 医療費が高額になったとき
　医療機関に支払った 1か月の医療費が一定額（自己負担限度額）を超えた場合，その超えた分が高額療養費と
して払い戻されます。（医療費を支払ったときから 2年を経過しますと，時効となり申請しても支給されませんの
でご注意ください。）

　同じ月内にひとつの医療機関等で支払う医療費が入院等で高額になる場合は，あらかじめ「限度額適用認定証（限
度額適用・標準負担額認定証）」の交付を申請し，医療機関へ提示することで，支払いが所得区分等に応じて設け
られている限度額までとなります。
　入院等で医療費が高額になる場合は，栗野庁舎保健衛生課又は吉松庁舎住民福祉課に認定証の交付申請をしてく
ださい。

● 対象となる方 ●
◎ 70歳未満の方　　　　　　
◎ 70歳以上で住民税非課税世帯の方（70歳以上で住民税課税世帯の方は，国民健康保険証兼高齢受給者証を　　
提示すると支払が限度額までになりますので，認定証は必要ありません。）

● 限　度　額 ●

※総所得金額等＝総所得金額－基礎控除（３３万円）
※非課税世帯の方が入院時に認定証を提示した場合，食事代も減額されます。
※認定証を申請し忘れた時や，複数の医療機関で高額の医療費を支払った時は，限度額を超えた分が高額療養費
として支給されます。（対象者にはお知らせいたします。）
※平成 29年 8月から，70歳以上 75歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が変更になります。なお，70
歳以上の低所得の方，70歳未満の方の自己負担限度額に変更はありません。

問合せ先
　保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：74－3111（内線2123）
　住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：75－2111（内線3113）

限度額適用認定証について

70 歳未満の限度額

総所得金額等※ 自己負担限度額（月額）

上位所得者

901万円超
（区分ア）

252,600 円＋ ( 総医療費
－ 842,000 円 ) × 1％

600万円超～
901万円以下
（区分イ）

167,400 円＋ ( 総医療費
－ 558,000 円 ) × 1％

一　　般

210万円超～
600万円以下
（区分ウ）

80,100 円＋ ( 総医療費
－ 267,000 円 ) × 1％

210万円以下
（区分エ） 57,600 円

住　民　税
非課税世帯

住民税非課税世帯
（区分オ） 35,400 円

70 歳～ 74歳の限度額（平成 29年８月～）

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来 外来+入院

現役並み所得者 57,600 円
80,100 円
＋（医療費
-267,000 円）
×１％

一　　般 14,000 円 57,600 円

住民税
非課税
世　帯

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円
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申請・問合せ先
　税　務　課（栗野庁舎）　 　℡74-3111（内線2142）
　地域総務課（吉松庁舎）　 　℡75-2111（内線3104）

税務課からのお知らせ～軽自動車税

軽自動車種別 問合せ先
原動機付自転車（125cc 以下のバイク）

湧水町役場　栗野庁舎　税務課
　　　　　　吉松庁舎　地域総務課ミニカー

小型特殊自動車（農耕車・特殊車）
軽自動車（乗用・貨物） 軽自動車検査協会　鹿児島事務所

〒 891-0131 鹿児島市谷山港２丁目 4番 38
電話　050-3816-1761

三輪
軽自動車二輪　　（126～ 250cc）

二輪の小型自動車（251cc 以上）　
九州運輸局鹿児島運輸支局
〒 891-0131　鹿児島市谷山港 2丁目 4番 1
電話　050-5540-2089

◎現在，次のような状態にある方は，変更手続きを３月末日までに行ってください。
変更手続きがなされない場合は翌年度も引き続き課税されます。
※４月１日に廃車の手続きを行っても課税されますのでご注意ください。
　　　「使用していない車両を所有している」　　　　　　→　　廃車手続き
　　　「所有者が変更になった」「住所が変更になった」　 →　　変更手続き
　　　「車検証に記載してある内容と実態が違う」　　　　→　　変更手続き
◎手続き先は，所有の車両によって異なります。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自

動
車
、
二
輪
車
（
オ
ー
ト
バ
イ
）、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

登
録
名
義
人
等
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
今
回
は
、
日
頃
、
皆
さ
ん

か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で
お
答
え
し
ま
す
。

問
１
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
ま

ま
原
付
バ
イ
ク
を
紛
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

答
１
軽
自
動
車
標
識
番
号
標
紛
失
届
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
又
は
地
域
総
務
課
に
印
鑑
を
持

参
の
う
え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
２
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
は
あ
り
ま
す

か
？

答
２
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
所
有
者
等

に
全
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
３
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

答
３
軽
自
動
車
等
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
場

合
に
は
、
所
有
者
の
変
更
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
種
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
４
原
付
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー
を
交
付
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
何
を
持
っ
て
い
け
ば

い
い
で
す
か
？

答
４
販
売
・
譲
渡
証
明
書
、
所
有
者
・
使
用

者
の
印
鑑
、
原
付
バ
イ
ク
の
車
名
・
車

台
番
号
・
排
気
量
が
わ
か
る
書
類
、
届

出
者
の
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
や
保

険
証
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
５
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
解
体
し
た
場

合
、軽
自
動
車
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

答
５
解
体
業
者
に
依
頼
し
て
解
体
し
て
も
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
や
町
の
窓
口
で
抹

消
手
続
を
し
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
納

税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
車
種
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で

抹
消
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
解
体
し
た
場
合
の
、
税
務
課

で
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
解
体
日
が

確
認
で
き
る
証
明
書
（
解
体
証
明
書
）

等
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
解
体

日
の
翌
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
課
税

が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
で
の
手
続
き
に

つ
き
ま
し
て
は
、
上
記
軽
自
動
車
検
査

協
会　

鹿
児
島
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
一
問
一
答
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作
品
募
集
に
つ
い
て

「
文
集
く
り
の
岳
」第
22
集

　

湧
水
文
芸
同
好
会
で
は『
文
集
く

り
の
岳
第
22
集
』の
発
行
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
一
般
の
方（
小
学
生
以

上
）の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
に
は「
文
集
く
り
の
岳

22
作
品（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂

句
・
詩
・
随
筆
）」と
明
記
の
上
、必
ず

住
所
、氏
名
、年
齢（
小
・
中
学
生
は
学

校
名
、学
年
）、電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
は
湧
水
文
芸
同
好
会
に

帰
属
す
る
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。な
お
、応
募
作
品
は
添
削
し
て

掲
載
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　

投
稿
者
に
は
文
集
一
冊
を
差
し
上

げ
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、

各
学
校
を
通
し
て
別
紙
に
て
先
生
方

に
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
募
集
作
品

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
薩
摩
狂
句
・

一
人
五
首
程
度

詩　

・
一
人
一
篇

随
筆
・
一
人
一
篇

（
四
百
字
原
稿
用
紙
５
枚
程
度
）

▼
作
品
募
集
申
込
締
め
切
り

　

９
月
30
日（
土
）ま
で

▼
提
出
先　

湧
水
町
米
永
43

−

１

栗
野
中
央
公
民
館

湧
水
文
芸
同
好
会　

ま
た
は
、

吉
松
庁
舎
生
涯
学
習
課

▼
問
合
せ
先

　

栗
野
中
央
公
民
館

☎
７
４

−

４
３
１
３

平
成
29
年
度
高
圧
ガ
ス
製
造

保
安
責
任
者
等
国
家
試
験

▼
試
験
日

　

11
月
12
日（
日
）

▼
会
場

　

鹿
児
島
市
：
鹿
児
島
国
際
大
学

　

奄
美
市
：
鹿
児
島
県
大
島
支
庁

▼
受
付
期
間

　

8
月
21
日（
月
）～
9
月
1
日（
金
）

▼
願
書
配
布

　

7
月
10
日（
月
）以
降

▼
試
験
区
分

科
学
・
機
械（
乙
種
）・
化
学（
丙
種

液
石
・
特
別
）・
冷
凍（
第
2
・
第

3
）・
販
売（
第
1
・
第
2
種
）

設
備
士

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
試
験
事
務
所

　

☎
０
９
９

−

５
０

−

２
５
３
５

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
時
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金

　

日
額
３
１
０
円

▼
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、法
人
は
損
金
、個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

事
業
推
進
課

　

☎
０
３

−

６
７
３
１

−

２
８
６
６　

市
民
の
た
め
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

実
施
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
は
人
口
10
万
人
あ
た
り

全
国
平
均
の
１
．５
倍
も
の
方
が「
脳

卒
中
」で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た

要
介
護
や
寝
た
き
り
の
主
要
な
原
因

も「
脳
卒
中
」で
す
。そ
こ
で
、今
年

度
、伊
佐
市
で
脳
卒
中
予
防
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

８
月
27
日（
日
）

　

正
午
～
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

▼
入
場
料

　

無
料

▼
内
容

◎
県
立
北
薩
病
院
に
よ
る
健
康
相

談
・
健
康
検
査
：
正
午
～

◎
講
演
会
：
午
後
１
時
30
分
～

「
打
倒
脳
卒
中
！
今
す
べ
き
こ

と
」

鹿
児
島
大
学　

心
臓
血
管
・
高
血

圧
内
科
学　

大
石　

充
教
授

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

県
立
北
薩
病
院　

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部

「
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
！

　

～
食
事
の
工
夫
～
」

県
立
北
薩
病
院　

栄
養
管
理
室

管
理
栄
養
士　

永
登　

康
博

▼
問
合
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
保
健
福

祉
環
境
部（
姶
良
保
健
所
）健
康

企
画
課

☎
０
９
９
５

−

４
４

−

７
９
５
３

県
立
北
薩
病
院
総
務
課

☎
０
９
９
５

−

２
２

−

８
５
１
１

伊
佐
市
市
民
課
健
康
推
進
係

☎
０
９
９
５

−

２
３

−

１
３
１
１

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短

大
、大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、大
学
等
に
入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼
ご
融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

▼
金　
利

年
１
・
81
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
41
％

（
平
成
29
年
６
月
30
日
現
在
）

▼
ご
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索

▼
問
合
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

−

０
０

−

８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）　

又
は
、

☎
０
３

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
７
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
ペ
ー
ジ
18
の
「
路
傍
の
花
写
真
募

集
」
の
部
分
の
蝶
の
名
前
を
訂
正

い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ

（
正
）
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
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8/15 火 　　～ 8 月は全日開館～
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区） 8/30 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

8/16 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 8/31 木

8/17 木 9/1 金 資源ごみ収集日（川西地区）

8/18 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

9/2 土

8/19 土 9/3 日

8/20 日 　　おはなしの森（10:30 ～）おはなしコーナー 9/4 月 　　休館日
　　母子手帳交付　要予約（10：00 ～ 11：00）

8/21 月 　　休館日
　　母子手帳交付　要予約（10：00 ～ 11：00） 9/5 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

8/22 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
　　元気わくわく教室（9：00 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

9/6 水

8/23 水 9/7 木 　　女性がん検診
受付（8：30 ～ 9：00・12：30 ～ 13：00）

8/24 木 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00） 9/8 金

　　女性がん検診
受付（8：30 ～ 9：00・12：30 ～ 13：00）

資源ごみ収集日（川東地区）

8/25 金 資源ごみ収集日（川東地区） 9/9 土 　　女性がん検診
受付（8：30 ～ 9：00・12：30 ～ 13：00）

8/26 土 9/10 日

8/27 日 9/11 月
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴でき
ます。（一部非公開の場合もあります。）
　　母子手帳交付　要予約（10：00 ～ 11：00）
　　特別館内整理日（9/11 ～ 9/21）

8/28 月 　　母子手帳交付　要予約（10：00 ～ 11：00） 9/12 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

8/29 火 9/13 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

吉中公

催し物
コーナー 絵画教室作品展

（8月24日～ 9月13日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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9 月 3日（日）
　伊東内科クリニック　　 72-9088
　タイガー薬局　 　　　   64-6700
9 月 10日（日）
　大庭医院      　　　 　　76-1984
　寺脇薬局      　　　 　　76-2008
9 月 17日（日）
　田代医院 　　  　　　　 74-2075
　アクア薬局　　　　 　　74-1078

9 月 18日（月）
　霧島桜ヶ丘病院       78-3135
　さくらの杜薬局   　 78-8282
9 月 23日（土）
　前田医院          　　74-5001
9 月 24日（日）
　林内科          　　　72-1818
　サン調剤薬局          72-1800

日曜・祝日在宅医（薬局）（９月）

7
月
2
日
（
日
）

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
激
励

7
月
3
日
（
月
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式

7
月
4
日
（
火
）

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
土
木
協
会
総
会

7
月
5
日
（
水
）

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
要
望
会

・
田
底
佳
樹
氏
表
敬
訪
問

7
月
6
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
司
令
来
庁

・
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

・
御
楼
門
建
設
関
係
者
来
庁

・
出
水
養
護
学
校
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会

・
姶
良
伊
佐
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

7
月
7
日
（
金
）

・
全
国
共
進
会
２
次
予
選　

・
国
際
交
流
協
会
主
催
の
リ
オ
ン
さ
ん
送
別
会

7
月
12
日
（
水
）

・
第
49
回
肥
薩
大
会
関
係
者
来
庁

7
月
13
日
（
木
）

・
農
業
者
年
金
吉
松
支
部
総
会　
　

・
地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会　

7
月
14
日
（
金
）

・
姶
良
地
区
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
激
励

・
中
津
川
地
区
平
島
安
喜
子
氏
百
歳
到
達
訪
問

・
下
北
方
森
林
生
産
組
合
総
会

7
月
15
日
（
土
）

・
九
州
北
部
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式

・
姶
良
地
区
体
育
大
会
激
励

7
月
16
日
（
日
）

・
姶
良
地
区
体
育
大
会
激
励　

7
月
18
日
（
火
）

・
九
州
北
部
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会

・
九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠
点
地
方
参
事
官
来
庁

・
災
害
時
応
援
協
定
調
印
式　

・
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
定
員
策
定
等

に
係
る
地
区
説
明
会

7
月
19
日
（
水
）

・
川
内
川
上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
及

び
九
州
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会
中
央

要
望
会

7
月
20
日
（
木
）

・
川
内
川
上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
及

び
九
州
治
水
期
成
同
盟
会
連
合
会
中
央

要
望
会

・
関
東
地
域
企
業
訪
問

7
月
21
日
（
金
）

・
関
東
地
域
企
業
訪
問　
　

 

7
月
23
日
（
日
）

・
霧
島
・
え
び
の
高
原
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

ト
レ
イ
ル　

・
姶
良
伊
佐
支
部
消
防
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

7
月
24
日
（
月
）

・
農
業
委
員
辞
令
交
付　

7
月
25
日
（
火
）

・
辞
令
交
付
式
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

・
中
間
管
理
事
業
推
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
来
庁

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

7
月
26
（
水
）

・
町
み
ど
り
推
進
協
議
会 

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
中
央
要
望
会　

7
月
27
（
木
）

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
中
央
要
望
会　

7
月
28
（
金
）

・
国
際
交
流
員
辞
令
交
付
式 

・
錦
江
町
農
業
委
員
研
修　

 

・
町
総
合
教
育
会
議　
　
　
　

7
月
29
（
土
）

・
防
犯
少
年
綱
引
き
大
会　

・
全
国
共
進
会
県
最
終
予
選

7
月
30
（
日
）

・
町
夏
祭
り
神
事　
　
　
　

・
夏
祭
り
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

7
月
31
（
月
）

・
反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
要
望
書
受
け
取
り

・
町
人
権
教
育
講
演
会

町
長
動
静
　
　
　
（
７
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

吉よ
し
だ田　

唯ゆ
い
と人　
　
　

  

和
広　
　

 

尾
鉢
団
地

園そ
の
や
ま山　

詩う
た
の乃　
　

  　

秀
国　

 　

佃

田た
の
う
え上　

結ゆ
い
な菜　
　
　

  
恭
兵 　
　

町
外

宮み
や
が
は
ら

ケ
原　

琥ら
い
と翔　
　

  
翔
太　
　

 

県
営
団
地

神か
み
の野　

陸り
く　
　
　
　

  
修　
　
　

 

支
区
外　

（
平
成
29
年
７
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
７
月
届
出
分
）

（
平
成
29
年
７
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

堂
ノ
上
の
黒
木
ア
イ
子
さ
ん
か
ら

（
良
美
さ
ん
死
去
）

町
外
の
久
木
元
義
徳
さ
ん
か
ら

（
義
一
さ
ん
死
去
）

松
本
の
西
原
廣
文
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
さ
ん
死
去
）

中
野
の
野
下
マ
サ
子
さ
ん
か
ら

（
岩
夫
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

髙
橋　

サ
ヨ
子　
　

	

81	

支
区
外

西
原　

テ
ル　

	

106	

松
本

河
根　

チ
ヨ
子	

87	

広
田

上
别
府　

ミ
ヤ	

72	

会
田

中
水
流　

義
春	

94	

田
尾
原
西

折
田　

チ
ヨ	

100	

坂
元

福
吉　

和
雄	

90	

新
町

谷
口　

政
宣	

83	

田
尾
原
西

久
木
元　

義
一	

97	

松
山

野
下　

岩
夫	

88	

中
野

中
村　

重
雄	

80	

四
ツ
枝
後

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,672人（  ー７人）

  男      4,524人（  ー６人）

  女      5,148人（  ー１人）

世帯数  4,857戸（  ー４戸）

　転入　　 16人
　転出　 13人
　出生　　   5人
　死亡　　 15人

平成29年７月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



問合せ先／霧島山麓湧水町観光協会　TEL：74-5690


